
食品科「総合実習」学習指導案 

 

日  時  令和３年 11月９日（火） 

対  象  第３学年  

 

１ 単元（題材）名 

吸光光度分析法を使用した緑茶中のタンニン(ポリフェノール)の定量 

教科書 食品化学(実教出版)pp183～184 

 

２ 単元（題材）の目標 

(学習指導要領解説農業編第２章第 13節(４)より) 

・食品成分の分析方法の一つとして、分析機器(分光光度計)を用いるという事を知る。 

・光分析による分析方法の原理と測定値の取扱いについて理解する。 

・光分析に用いる分析機器の操作に関する知識と技術を理解する。 

 

３ 単元（題材）の評価規準 

 

４ 指導観  

(1) 単元（題材）観・・・本単元は、食品化学を学習する上で非常に重要な部分であり、学習指導要領解

説農業編第２章第１(目標)において、食品成分分析学習に当たっては、加工食品と原材料の成分分析

に必要な知識と技術の習得が必要とされている。実際に、食品関連企業における品質保証部門におい

ては、品質管理を行う方法の一つとして、光分析(特に吸光光度分析)を用いる事もある(例：残留漂白

剤濃度等の測定)。本学習集団の生徒においては、食品の成分分析を行うことに、非常に興味・関心を

もっているものと思われる。この単元の内容は、進路先である専門学校、大学、場合によっては就職

先で必要とされる知識・技術であり、今後の実験を行う上で必要不可欠なものである。そこで機器分

析の基礎的学習として本単元を設定した。測定する食品として身近な飲料である茶を用い、抗酸化物

質の代表格であるタンニン(ポリフェノール)を測定することで、生徒の興味・関心を向上させるよう

にした。 

(2)生 徒 観・・・本学習集団は、３年食品科 栄養類型の生徒であり、総じて高い学習意欲を

もっている。ほとんどの生徒が理系の大学、専門学校に進学希望である。しかし、教育課程上、理科

の学習においては、１年次に生物基礎、２年次に化学基礎、３年次に物理基礎を学習しているが、教

育課程上、順序立てた形での化学の学習が行われていない。加えて、化学実験を行う際に必要な知識

          ア 

関心・意欲・態度 

イ 

思考・判断・表現 

ウ 

観察・実験の技能 

エ 

知識・理解 

単元の 
評価規準 

①分析機器というもの
について、積極的に
調べようとする。 

②光分析の中で、今回 
 使用する吸光光度分
析とは、どういうも
のかをしらべようと
する。 

①光をあてて吸光度を
測定する事で、物質
の量を定量できるこ
とが分かる。 

②溶液の濃度と透過す
る光の量は、比例関
係になる事が分か
る。 

①検量線を作成する事が
できる。 

②検量線を用いて、測定
したい物質を定量する
事ができる。 

③実際に、茶に含まれる 
 タンニン(ポリフェノ
ール)を分光光度計に
より測定できる。 

①吸光光度分析は、ラン
ベルト・ベールの法則
を基に行っている事を
知る。 

②今回測定したポリフェ
ノール以外にも、発色
する物質であれば、基
本的にこの方法を用い
れば測定できる事が理
解できる。 

観点 

評価 



が一部抜け落ちているように見受けられる。独学を見すえて、食品化学実験を行う際に必要な知識を

さらに身につけさせる必要がある。 

(3) 教 材 観・・・本単元では「 緑茶中のタンニン(ポリフェノールについて)」を取り上げた。

ポリフェノールは、茶、チョコレート、野菜等に含まれており、食品学の座学においては、非常に

興味・関心を示す部分である。しかし、実際にポリフェノールの測定の方法については、皆無に等

しい。そこで、機器分析の中でも多くの場面で使用される吸光光度分析について学習し、これから

先に必要とされる知識や技術力を育成する事を目的として行う。 

 

５ 年間指導計画における位置付け 

光分析(吸光光度度分析法)—緑茶中のタンニン(ポリフェノール)定量実験 

６ 単元（題材）の指導計画と評価計画（全３時間扱い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 ねらい 学習内容・学習活動 学習活動に即した具体的な評価規準・評価方法 

第１時 

(本時) 

機器分析(吸光

光度分析)につ

いて理解させる

。 

機器分析の一つであ

る光分析(吸光光度分

析)について学習する

。吸光度と既知の濃

度の結果から、検量

線を作成する。ラン

ベルト・ベールの法

則については、２つ

の定義から成り立つ

事を学習する。 

※今回は、対数の話

はせずに、液層を一

定にする事で、吸光

度と濃度は、比例関

係になるという所ま

での説明にする。 

・ア－① について 

分析機器について関心をもち、について積極的に調べよう

とする。 

・ア－② について 

光分析(吸光光度分析)について積極的に調べようとする。 

・イ－①について 

物質に光を当て、吸光度を測定する事で、物質の量を定量

できる事が理解できる。 

・イ－② について 

既知の溶液の濃度と吸光度が比例関係になる事が理解でき

る。 

・ウ－①について 

 例題を基に検量線を作成する事ができる。 

・エ－①について 

ランバート・ベールの法則を基に吸光光度分析ができる事

を知る。 

・授業態度、学期末考査 

第２～

３時 

吸光度分析を用

いて、食品中に

含まれる成分を

定量できる事を

理解させる。 

実際に光分析(吸光度

分析)を用いて、茶中

に含まれるタンニン(

ポリフェノール)量を

測定する。 

・ウ－②について 

検量線を用いて、測定したい物質を定量 

する事ができる。 

・ウ－③について 

実際に、茶に含まれるタンニン(ポリフェノール)を 

分光光度計で測定できる。 

・エ－②について 

発色する物質であれば、基本的にこの方法を用いれば 

測定できる事が理解できる。  

・授業態度、学期末考査 
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７ 指導に当たって 

・授業形態の工夫 

①授業の要所で行う発問を工夫し、生徒に気付きを与え、考えを深められるようにする。       

自分の意見を言いやすい雰囲気で授業を行う。 

②大学等でどのような場面で多くの光分析が用いられているか関連付けて話すことによって 

興味・関心を抱かせるようにする(大学の実験で分析を行った結果を見せる等)。 

・配置図 

・食品分析室の配置図は、以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指導方法の工夫 

①ICT機器を活用し、視覚的に光分析(吸光度分析)の原理や検量線の作成という一連の流れを分かるよ

うにする。 

②特に吸光度については、懐中電灯や水やウーロン茶等を用いて、視覚的に分かるようにする。 

 

８ 本 時（全３時間中の第１時間目） 

(１) 本時の目標 

・機器分析について関心を持ち、光分析(吸光光度分析)について理解できる。 

・ランベルト・ベールの法則を知り、溶液の濃度と透過する光の量は、比例関係になる事が理解できる。 

・予め提示した物質量と吸光度を基に、検量線を作成する事ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験用机 

流し台 

 

流し台 

 

実験用机 

実験用机 実験用机 



(２) 本時の展開 

 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 生徒への対応 
評価規準 
（評価方法） 

導入 

５分 

・本時のテーマを提示する。 

 本時の学習内容について

説明する。 

・大学等でどのような場面で

吸光光度分析が用いられ

ているか分析した資料等

を見せ、説明する。 

・本時で使用するプリント

を配布する。ICT 機器を

使用し、わかりやすく説

明する。 

・前回の授業で板書した内

容から質問する。 

・ICT 機器で掲示し

た内容に注目させ

る。 

・発言を促す。 

・プリントやノートを

見ながら質問する。 

ア－① 

 

 

ア－① 

 

展開 

３５

分 

・光分析について説明する

。 

・光は電磁波である事を説明

する。 

・吸光光度分析法について 

 説明する。 

・なぜ、物質量と吸光度は比

例する関係になるのか、ラ

ンベルト(ランバート)・ベ

ールの法則から説明する。 

・ 実際に検量線を作成する。 

1回教員側で検量線を作成

し、未知濃度溶液の吸光度

から濃度を測定する方法

を説明する。 

・重要事項について説明

し、具体的事例を掲示し、

問いかけを行う。 

・日頃自分達が見ている色

は、可視光線であり、電

磁波である事を話す。 

・まず初めに、水とウーロ

ン茶を用意し、懐中電灯

の光を当て、吸光度の基

本を分かるようにする。 

・液層、入射光、透過光の

図を見せ、ビジュアル的

に関係性が分かるように

する。 

・検量線の作成にあたって

は、濃度と吸光度が完全

に比例関係になる数値を

提示、ｙ＝ax＋b(一次関

数)のグラフを作成する。 

・未知濃度の物質の吸光度

から算出できるようにす

る。 

・プリントに答えを記

載するように促す。 

 

・プリントの内容を考

えながら授業に集中

できるよう随時声か

け支援をする。 

 

 

・本日の学習内容を理

解させる。 

・発言を促す。 

ア－② 

 

 

 

 イ－① 

 イ－② 

エ－① 

 

 

 

 

ウ－① 

 

 

ウ－② 

 

ウ－③ 

 

まと

め 

５分 

・本時の学習内容について振

り返る。 

・次時の学習についての説

明。 

・本時のねらいの達成状況

の確認を行う。 

・本時の内容を活かして、

次時の実験で 

 使用する機器や試薬 

 について説明する。 

・本時の学習内容 

を質問する。 

・本時の内

容に関し

て 

の質問に

対して答

えること

ができた

か。 



（３）板書計画 

スクリーン提示のパワーポイントにより展開する。 

 

  
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 



 （４） 授業参観の視点 
 

＜目標＞  

・教科・科目等の目標、単元の目標、本時の目標との一貫性をもたせていたか。  

     ・本時の指導に指導観が生かされていたか。 

 

＜展開＞ 

・本時の目標を達成するための学習活動となっていたか。 

     ・生徒の主体的な活動を取り入れていたか。 

 ・ 時間の配分は適切であったか。 

  

＜学習活動に即した評価、指導上の配慮事項＞ 

      ・生徒の学習意欲を高める学習活動の工夫があったか。 

・発問、板書、資料提示の工夫がされていたか。 


